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参考書・参考資料等

学生に対する評価

保育内容（音楽表現）
坂田　映子

学校現場での勤務経験を持つ教員が、保育内容（音楽表現）における専門的事項について指導する。

領域及び保育内容の指導法に関する科目

領域に関する専門的事項

DP2.共生社会創造のために、教育、福祉、環境、国際関係、スポーツ身体表現、等の専門的知見を得ることができる（専門知）
DP4.個人や社会にとって必要な課題の解決のため、自律的な課題探究能力を身につけ実践することができる（実践力）

授業のテーマ及び到達目標

・文部科学省(2017) 『新幼稚園教育要領のポイント』
・坂田映子(2020) 『音との出会い　-幼児の音遊びに着目して-』星槎大学教職研究第５巻pp.31-38

レポート評価（50％）、科目修得試験（50％）

【授業テーマ】
　幼稚園教育における感性と表現に関する領域「表現」(音楽)の理解

【到達目標】
（１）幼稚園教育要領における「感性と表現に関する領域「表現」（音楽）内容全般について理解する。
（２）幼児の音楽的成長と音楽環境について、10の「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」及び他領域との関連から理解する。
（３）音楽表現における音楽的な見方・考え方について音楽的活動を通して理解する。
（４）音楽表現における主体的・対話的で深い学びについて理解する。

　幼稚園教育要領における、感性と表現に関する領域「表現」（音楽）の内容及び、歌唱・器楽及び身近な自然、ものの音や音色などに親しむ音
楽遊びの体験を通した豊かな感性育成について理解する。また、音楽表現に関する音楽的な見方・考え方を活かし、幼児が主体的・対話的深い
学びができる指導方法を身に付ける。

第１回：幼稚園教育要領「感性と表現に関する領域」「表現」（音楽）の内容の理解
第２回：豊かな感性を養うための音楽環境、幼児と教師との受容と共感的理解
第３回：幼児教育における音楽的活動と他領域との関係の理解
第４回：幼児の音楽的活動とその援助の在り方の理解
第５回：歌唱の表現活動と主体的・対話的深い学びの理解
第６回：器楽の表現活動と主体的・対話的深い学びの理解
第７回：音遊び、音楽遊びの理解
第８回：第１回～第７回を参考に幼児教育における音楽表現活動の必要性を考察
第９回：「幼児を取り巻く音楽環境」音環境マップ作り
第１０回：ボディパーカッション作り
第１１回：楽器を使ったオスティナート演奏による即興表現
第１２回：歌い継いでいきたい子どもの歌と発声法
第１３回：鑑賞と身体表現活動
第１４回：10の「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と音楽表現
第１５回：まとめ
科目修得試験

スクーリングでの学修
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